
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：岩手セメント・セメントコンクリート研究会、日本コンクリート技術株式会社 

■基調講演：10 月 27 日（火）  9：30～12：00           会場：アイーナホール［定員 507 名］ 

(１)「東日本大震災からの教訓と南海トラフ地震への備え」                    9:45～10-:30 

講演者：阪田憲次（岡山大学名誉教授・元土木学会長） 

(２)「東北地方における公共事業を巡る最近の話題」                    10:30～11:15 

講演者：鈴木研司（国土交通省 東北地方整備局 企画部長）） 

(３)「東日本大震災からの岩手県の復興の状況」               11:15～12:00 

講演者：森 勝彦（復興庁 岩手復興局次長） 

■パネルディスカッション（入場無料・一般入場可）10 月 27 日（火）13：30～16：00  会場：アイーナホール 

テーマ：震災の復興への貢献「コンクリート製品と生コンクリート」の歩みと今後の展開 

コーディネーター：篠田佳男（日本コンクリート技術） 

パネリスト : [第１部] 新田裕之（東栄コンクリート工業）、舟橋政司（前田建設工業）、内藤英晴（五洋建設） 

[第２部] 大月隆行（ランデス）、宮本充也（長岡生コンクリート）、小嶺啓蔵（ヤマウ）、  

河野一徳（日本コンクリート技術） 

■特別講演会（入場無料・一般入場可）：10 月 27 日（火） 17：00～18：00   会場：アイーナホール 

「もうひとつの“坂の上の雲”」奇しくも明治４年、明治５年に岩手から上京した６人の少年（原敬、後藤新平、

新渡戸稲造、佐藤昌介、田中館愛橘、斎藤実）の志し    講演者：藤井茂（新渡戸基金 常務理事） 

■懇親会：10 月 27 日（火）18：30～20：30 会場：ホテルメトロポリタン盛岡 NEW WING ４階 

■技術講演会：10 月 28 日（水） 9：10～12：00 論文・報告 30 編 （講演内容は裏面プログラム参照） 

  講演Ⅰ：復興材料／復旧・復興（10 編）     会場：アイーナ（８Ｆ） 会議室 803    ［定員 150 名］ 

  講演Ⅱ：耐久性／維持・管理他（10 編）     会場：アイーナ（８Ｆ） 会議室 804(A) ［定員 150 名］ 

  講演Ⅲ：急速施工／コンクリート材料他（10 編） 会場：アイーナ（８Ｆ） 会議室 804(B) ［定員 150 名］ 

■パネル展示（入場無料・一般入場可） 10 月 27 日（火） 10：00～18：00、10 月 28 日（水） 9:00～12:00 

会場：アイーナ（８階） 研修室 812 ※各社出展内容は左ページ参照 

■閉会式 10 月 28 日（水）12:00～ 会場：アイーナ（８Ｆ） 研修室 812 ※パネル展示会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回 コンクリート技術大会（盛岡） 
～東日本大震災の復旧・復興に貢献するコンクリート技術～ 

会場：アイーナ 岩手県民情報交流センター （岩手県盛岡市盛岡駅前西通 1-7-1 TEL 019-606-1717） 

    ホテルメトロポリタン盛岡 NEW WING （岩手県盛岡市盛岡駅前北通 2-27  TEL 019-625-1211） 

１． RMPC 研究会 Ộ ṇ

︣ ḭ  

２.  愛知製鋼( 株)  ṇ ︣

ṇ ṇṡ Ṣ 

３． アクアカーテン普及会 ṇ ¬ º Ḯ

ṇ ḭצּ ︡ ṇ

︡ ︣Ḯ 

４． アストン協会 ṇ ︣ ṇ

︣Ḯṡ ṇ  ỎỞṨỄểṢ 

５． ㈱安藤・間 ḱ ḭ

︡ ṡ ṇ TypeỞṢ 

６． 宇部三菱セメント㈱ ṡּפ פṢּאל ṡ︡ Ṣאלפּ ṇ

נּ  

７． MLウォール研究会 ḭ ︡

ỗ ṡỘỗ ṇ Ṣ ףּ ︡ ︣Ḯ 

８． 花王㈱ ḱ ḱ נּ

 

９． 共和コンクリート工業㈱ ︡

ṇ  

10 ． グ レ ー ス ケ ミ カ ル ズ ㈱   

ṡ ADVA-PLUSṢ ṡ Grace 

Microfiber Ṣ ︡ ṇ  

11 ． ㈱計算力学研究センター 3 ṡASTEA 

MACSṢ ṇ ︣ וֹ

 

12 ． ㈱KSK  ḭ ṇ ḭNETIS

ḭ  

13 ． 元気な生コンネットワーク ḭ ṇ

︡ḭ פּ ︣ḵ 

14 ． ㈱ＣＩテクノ ṇ ḭ ḭ ṇ

ףּ ḭISO9001 ḭ14001 ḭ17025 ḭJIS

 

15 ． ＪＦＥエンジニアリング㈱  

 ¬ º ︡

 

16 ． 住友大阪セメント㈱ ṇ ךּ

טּ ṇṡ ṇ ṇṢ ḱ ḱ

︣ 

17 ． 住友電工スチールワイヤー㈱ ṇ

︣ ṡ ớỎ ṢḱṡỐỎố

Ṣḱṡ Ṣ 

18 ． 全国ゴールコン協会 ḱ ờỎ

ṡ ṇ ṢḮ ịỲ Ḯ ểỂỲ

Ḯ 

19 ． ㈱太平洋コンサルタント ṡ ṇ ḱ ḱ

ṇ Ṣ ḱ ṇ כֿ ףּ  Ḯךּאל

20 ． 太平洋セメント㈱ ṡ ṢRFID

ṡWIMO ṇ ṢỮ ṇ

  

21 ． 竹本油脂㈱ Try  and  Build Next Technology ḵ Ṉ

Ṉ ṇ ︣  

22 ． DIC ㈱ ṇ ṇ ḭ ṇ צּ

︡ ︣Ḯ ḭṡỏỔỎ ṇ Ṣ

צּפּךּ ︡  Ḯפּלּ

23 ．デンカ㈱ ṇ ︣  

24 ． 東急建設㈱ ּט ḵ ףּ שּ RC ḱ

פֿ ḮṡTST-FiSH Ṣṡ ṇ Ṣ ︡ ︣Ḯ 

25 ． ㈱東京測器研究所 ṇ

נּ ḭ ￼ ṇ ḭ ￼ ṇ ḭ ḭ

︡ ︣Ḯ 

26 ． 東北発電工業㈱ ṇ ṡ Ṣ ḭASRḭ ḭ

ךּ ḵ ṡ Ṣ ḭ

ẽ 

27 ． ㈱東北ヤマックス 5 ṇ

︡ ṇ ṇ ṡMax Arch Ṣ 

28 ． 東洋建設㈱ ּק ṡ ṇ

ṇṢ ḭ צּ ṡ

Ṣ 

29 ． ㈱NIPPO  ṡ ṇ ṇ Ṣḭּף

ṡ ṇ Ṣ 

30 ． 日本アイ・ティー・エス㈱ 500kN צּ

︡ Ḯ ṇ ỌṨỘ ṇ  

31 ． 日本シーカ㈱ ︣ ṇ  

32 ． 日本製紙㈱ ּך ךּ ṇ

ṡCfFAṢ ṇ ︡ ︣Ḯ 

33 ． ㈱八洋コンサルタント ṇ

 

34 ． 早川ゴム㈱ 

ךּףּ פֿ ︡ ︣Ḯ 

35 ． ハレーサルト工業会／ロードプラス研究会 ṇ Ḳ

ḭ ︡ ṇ Ṋ ṇ

Ḳ צּ קּ PCa  

36 ． BASF ジャパン㈱ ọỌỞố  150 ḵ ọỌỞố

︣ ṇ     

37 ． ㈱フォーラムエイト ḭ

Ḯ ḱ ờỎ

 

38 ． ㈱フローリック ︣ Ṅ ṇ ︡

ṡ ṇ ỡớ900 ṇ Ṣ  

39 ． ㈱SUN企画・㈱星野産商 ︣ ḱ

ṡ ṇ Ṣ 

40 ． 前田建設工業㈱ ṡỎỔỘ ︡ ḱ ḱ Ṣ 

ỎỔỘ ︡ ︣Ḯ 

41 ． 前田工繊㈱ ︡ פּ צּ ṇ נּ ︣Ḯ ṇ

צּ ḭ ḱ צּ ṏ 

42 ． 前田製管㈱ ḭ ṇ ṡỞ

Ở Ṣ פֿ ︡ ︣Ḯ 

43 ． 三井住友建設㈱ ṇ  Ṉ

ṇ Ṉ 

44 ． 山宗化学㈱ Ṍ כֿ ︡ Ṍ 

טּ נּ ṇ

פֿ ︡ ︣Ḯ 

■パネル展示出展社（５０音順） 

アイーナ ７階 アイーナ ８階 会場案内図 

会場：アイーナ いわて県民情報交流センター 

アイーナホール パネル展示(812) 

講演Ⅰ 

(803) 

講演Ⅲ 

(804B) 

講演Ⅱ 

(804A) 



 

 

No 時間 

講演Ⅰ 【 会議室 803 号 】 講演Ⅱ 【 会議室 804(A)号 】 講演Ⅲ 【 会議室 804(B)号 】 

復興材料、復旧・復興関連 

座長：栗田守朗（清水建設）・末岡英二（東洋建設） 

耐久性、維持・管理他 

座長：丸屋剛（大成建設）・羽渕貴士（東亜建設工業） 

急速施工、コンクリート材料他 

座長：竹田宣典（大林組）・内藤英晴（五洋建設） 

1 

9：10 

～ 

9：25 

製鋼スラグ骨材を用いた重量

コンクリートの製造実証研究 

○上村竜介(新日鐵住金)  

光石尚道(フローリック) 

久田真(東北大学)  

高野良広(新日鐵住金) 

海水練りコンクリートのアルカリ骨

材反応性 

○片野啓三郎(大林組) 

竹田宣典(大林組) 

早期(６時間)実用強度発現コンクリ

ートの開発 
○柳川眞次(長岡生コンクリート) 

2 

9：25 

～ 

9：40 

長流動距離を確保可能な水中

不分離性コンクリートの開発 

○澤田純之(安藤ハザマ) 

村上祐治(安藤ハザマ) 

堤知明(東京電力) 

齋藤尚(住友大阪セメント) 

長瀧重義(東京工業大学名誉教授) 

長大スパン（31.6m）のボックスカル

バートの温度ひび割れ防止 

○犬飼一登(北沢建設) 

宮下覚(長野県) 

北沢資謹(北沢建設) 

篠田佳男(日本コンクリート技術) 

施工規模及び現場環境に応じた速硬

コンクリートの製造方法 

○山中俊幸(太平洋マテリアル) 

米林自然(福井アサノコンクリート) 

郭度連(太平洋マテリアル) 

3 

9：40 

～ 

9：55 

多種類のリサイクル材を用い

たＰＣａコンクリート製品の

品質 

○北辻政文(宮城大学) 

金子修(前田製管) 

鈴木清美(前田道路) 

新田裕之(東栄コンクリート工業) 

阿部善信(アベゼン) 

遠藤孝夫(東北学院大学) 

水和熱抑制型超遅延剤による温度ひ

び割れ抑制技術 

○小沢雅樹(北沢建設) 

竹内剣(長野県) 

篠田佳男(日本コンクリート技術) 

河野一徳(日本コンクリート技術) 

増粘剤一液型高性能AE減水剤を用い

た低粘性高流動コンクリートの自己

充填性 

○小泉信一(ＢＡＳＦジャパン) 

阿合延明(ＢＡＳＦジャパン) 

本田亮(ＢＡＳＦジャパン) 

馬場勇介(ＢＡＳＦジャパン) 

4 

9：55 

～ 

10：10 

ゼオライト混入コンクリート

のフレッシュ性状および硬化

性状に関する検討 

○酒井貴洋(五洋建設) 

内藤英晴(五洋建設) 

保木本智史(五洋建設) 

石田積(電気化学工業) 

大下英吉(中央大学) 

コンクリートの諸物性の変化に及ぼ

す環境作用および養生条件の影響 

○幸田圭司(清水建設) 

宮本慎太郎(東北大学) 

皆川浩(東北大学) 

久田真(東北大学) 

高炉セメントを使用したコンクリー

トの凝結性状と強度発現性に及ぼす

Ｃ-Ｓ-Ｈ系早強剤の効果 

○井元晴丈(ＢＡＳＦジャパン) 

小泉信一(ＢＡＳＦジャパン) 

花房賢治(ＢＡＳＦジャパン) 

杉山知巳(ＢＡＳＦジャパン) 

5 

10：10 

～ 

10：25 

高炉スラグ細骨材によるコン

クリートの凍結融解抵抗性改

善に関する研究 

○Paweena JARIYATHITIPONG(ランデス) 

森雅聡(岡山大学) 

藤井隆史(岡山大学) 

綾野克紀(岡山大学) 

塩害劣化するコンクリート橋の事後

保全から予防保全へのシナリオデザ

イン 

○宮里心一(金沢工業大学) 

武市祥司(金沢工業大学) 

高分子ポリマーを利用した残コン・

戻りコン処理システムの最近の発展 

○宮本充也(長岡生コンクリート) 

フェラーリ・アルベルト(長岡生コンクリート) 

休  憩  10：25～10：45 

6 

10：45 

～ 

11：00 

気仙川災害復旧水門工事とコ

ンクリートの品質向上対策 

○内田雅博(安藤ハザマ) 

神尾昌男(安藤ハザマ) 

白岩誠史(安藤ハザマ) 

塩分吸着断面修復材と亜硝酸リチウ

ムを併用した補修材料の耐久性 

○岩井雅紀(金沢工業大学) 

宮里心一(金沢工業大学) 

宮口克一(電気化学工業) 

盛岡実(電気化学工業) 

アジテータ車のドラム内に設置した

プローブによるコンクリート品質の

連続管理システムの適用性 

○廣藤義和(GNN Machinery Japan) 

毛利彰仁(東伸コーポレーション) 

宮本充也(長岡生コンクリート) 

山田雅裕(東亜建設工業) 

7 

11：00 

～ 

11：15 

大地震対応のプレキャストブ

ロック式ＲＣ擁壁 

○新田裕之(東栄コンクリート工業) 

大城保一(ゴールコン) 

内山忠明(ゴールコン) 

川口將雄(ゴールコン) 

小浦哲義(東栄コンクリート工業) 

防波堤築造工事における遅延コンク

リートの配合検討 

○鶴岡秀樹(東亜建設工業) 

小村正司(東亜建設工業) 

網野貴彦(東亜建設工業) 

佐々木武(国土交通省) 

引張履歴を有する各種鋼材の分極特

性を踏まえたマクロセル腐食の推定 

○中島朋子(金沢工業大学) 

宮里心一(金沢工業大学) 

8 

11：15 

～ 

11：30 

プレキャスト鉄筋コンクリー

トと鋼管杭基礎を一体化させ

た粘り強い直立式防潮堤工法 

○黒澤辰昭(新日鐵住金) 

中谷郁夫(ジオスター) 

関口修史(横河住金ブリッジ) 

井上浩充(共和コンクリート工業) 

福丸茂樹（技研製作所) 

乙志和孝(新日鐵住金) 

ステンレス鉄筋使用パネルとPCスト

ランド併用によるRC柱のじん性補強

工法 

○立石和也(東京工業大学) 

篠田佳男(日本コンクリート技術) 

大嶋義隆(フジミコンサルタント) 

松本浩嗣(東京大学生産技術研究所) 

二羽淳一郎(東京工業大学) 

骨材粒度の異なるコンクリートの充

填性評価 

○大野拓也(太平洋セメント) 

三谷裕二(太平洋セメント) 

多田克彦(太平洋セメント) 

谷村充(太平洋セメント) 

兵頭彦次(太平洋セメント) 

石井祐輔(太平洋コンサルタント) 

9 

11：30 

～ 

11：45 

スケーリング抵抗性を考慮し

たトンネル覆工コンクリート

に関する研究 

○高橋慧(岩手大学) 

小山田哲也(岩手大学) 

羽原俊祐(岩手大学) 

中村大樹(岩手大学) 

デジタル画像を用いたコンクリート

のひび割れ定量評価技術 

○堀口賢一(大成建設) 

府川徹(大成建設) 

坂本淳(大成建設)  

丸屋剛(大成建設) 

生分解性吸水高分子ゲルの内部養生

効果に関する基礎研究 

○竹中寛(東洋建設) 

安田正雪(東洋建設) 

末岡英二(東洋建設) 

笠井哲郎(東海大学) 

10 

11：45 

～ 

12：00 

海水・海砂を用いた自己充填

型コンクリートへのフライア

ッシュ適用の効果 

○末岡英二(東洋建設) 竹中寛(東洋建設) 

酒井貴洋(五洋建設) 田中亮一(東亜建設) 

山路徹(港湾空港技術研究所) 

清宮理(早稲田大学) 

実構造物における表面塩化物イオン

濃度を用いた劣化診断方法の検討 

○高岡満(ＫＳＫ) 

山下英俊(ＫＳＫ) 

松山公年(日本工営) 

岩手県のコンクリート構造物の品質

および維持管理について考える会の

取組み 

○小山田哲也(岩手大学) 

羽原俊祐（岩手大学） 

 

第５回コンクリート技術大会（盛岡）技術講演会プログラム 平成 27 年 10 月 28 日（水） 

( 


